
規

則

別
表
第
一
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
級
別
標
準
職
務
表
中

「
３

級
行
政
の
特
定
の
分
野
に
お
け
る
特
に
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
に
基
づ
く
特
に
困
難
な
調

査
、
研
究
、
情
報
の
分
析
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
特
に
重
要
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
等
を

支
援
す
る
業
務
を
行
う
職
務

」
を

「
３

級
行
政
の
特
定
の
分
野
に
お
け
る
特
に
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
に
基
づ
く
特
に
困
難
な
調

査
、
研
究
、
情
報
の
分
析
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
特
に
重
要
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
等
を

支
援
す
る
業
務
を
行
う
職
務

４
級
行
政
の
特
定
の
分
野
に
お
け
る
極
め
て
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
に
基
づ
く
極
め
て
困
難
な

調
査
、
研
究
、
情
報
の
分
析
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
極
め
て
重
要
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案

等
を
支
援
す
る
業
務
を
行
う
職
務

」

に

改
め
る
。

別
表
第
六
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
在
級
期
間
表
中

「

３
級

別
に
定
め
る

」
を
「

３
級

別
に
定
め
る

４
級

別
に
定
め
る

」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
行
政
職
俸
給
表

昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「

36

36

37

38

39

40

41

41

42

42

43

43

44

44

45
」
を
「

36

36

37

37

38

38

39

39

40

40

41

41

42

42

43
」
に
改
め

る
。別

表
第
七
の
行
政
職
俸
給
表

昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「

30

31

32

33

33

34

34

35

35

36
」
を

「
29

30

30

31

31

32

32

33

34

35
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
税
務
職
俸
給
表
昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「

22

22

23

23

24

24

25

25

26

26

27
」

を
「

21

22

22

22

23

23

23

24

24

24

25
」
に
、「
31

31

31

32

32

32

33

33

33

34

34

35

35

36

36

37
」
を
「

30

31

31

31

32

32

32

33

33

33

34

34

34

35

35

35
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
公
安
職
俸
給
表

昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「

42

43

44

45

45

46

46

47

47

48

48

49
」
を
「

41

42

42

43

43

44

44

45

45

46

46

47
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
海
事
職
俸
給
表

昇
格
時
号
俸
対
応
表
中
「

26

27

28

29

29

30

30

31

31

32
」
を

「
25

26

26

27

27

28

28

29

30

31
」
に
改
め
る
。

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等

の
基
準
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
九

八

八
二

人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

八
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
職
務
の
級
を
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
四
級
に
決
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
人
事
院
の
承
認
を
得
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
決
定
す
る
号
俸
」
の
下
に「（
職
務
の
級
を
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
四
級
に
決
定

さ
れ
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
最
低
の
号
俸
）」を
加
え
る
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一

三
四
（
人
事
管
理
文
書
の
保
存
期
間
）
の
一
部
改
正
に

関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
一

三
四

九

人
事
院
規
則
一

三
四
（
人
事
管
理
文
書
の
保
存
期
間
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一

三
四
（
人
事
管
理
文
書
の
保
存
期
間
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
平
成
二
十
八
年
改
正
給
与
法
附
則
第
三
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
の
読
替
え
）

２

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、別
表
の
二
の
表
給
与
法
の
項
中「
第

十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
十
一
条
の
二
第
一
項
」
と
す
る
。

附
則
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


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